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令和６年度 卒業式

令和７年３月３日（月 、全日制第７７回、定時）
制第５３回卒業式が挙行されました。全日制１９
７名、定時制１２名が卒業し、本校の卒業生総数
は２７,０８３名となりました。

荒井校長の式辞は、全校生徒が列席して、卒業
生の門出を祝えることへの喜びの詞から始まりま
した。
次に、卒業生の高校生活はコロナ禍の様々な影

響が色濃く残る状態で始まったことを振り返りま
した。そして、大変ではあったが、葛藤や忍耐、
自由に活動できる素晴らしさなど制限を体験した
からこそ学べたことがあったのではないか、と語
りかけました。そして、コロナ禍から収束に向か
う社会の回復力に注目し、逆境からの回復力は
「レジリエンス」と呼ばれ、外的な力により変形
したとしても元に戻る「しなやかな強さ」であり、
それこそが我々に必要とされる力であると話しま
した。また、その回復力は地球環境の健全さを計
測する「プラネタリーバウンダリー」という言葉
にもつながり、地球は気候変動などの項目で人間
の経済活動によって回復可能の限界値を超えてし
まっていると指摘。これからは従来のように文明
の進歩だけを追い求めるのではなく、同時に持続
可能性が強く求められる社会を作り上げていくべ

きであるとまとめました。そして、そのためには、
立場や意見の異なる相手とも協働して最適解を探
してくべきだと諭しました。在学中の探究学習は
その第一歩であり、大学は勿論、就職後も自己研
鑽に励み、コミュニケーション力やリーダーシッ
プなどに磨きをかけ、更なる成長を遂げるよう励
ましました。それぞれの分野や立場から、一人一
人が長期的な目で持続可能性を求める視点を持ち、
個人と社会の幸福を考え行動して欲しいと述べま
した。

3学年担任 答辞（若林瑛達君）

最後に本校の教育精神の「至誠」について 「道、
に迷いそうになったときには、この言葉を思い出
し、本校で学んだことを信じ、失敗してもまた立
ち上がる気持ちを持ち続け、チャレンジを恐れず、
次の一歩を踏み出して下さい 」とエールを贈りま。
した。卒業生の心の糧となりました。

同窓会入会式・文武両道奨励賞

卒業式に先立ち、２月２８日（金）に３年生に
対して、学校長賞、学業賞、特別活動賞、精励賞
（皆勤・精勤）等の表彰式を行いました。また、
文武両道奨励賞（ＰＴＡ会長賞）の受賞者１６名
が栁田耕史ＰＴＡ会長より表彰されました。

文武両道奨励賞（ＰＴＡ会長賞）の受賞

表彰式に続き、同窓会入会式が行われました。代
表生徒の入会の誓いを受け、佐藤務同窓会長より
記念品のメダルや校章についての丁寧な説明とと
もに入会を歓迎するお言葉をいただきました。



《速報》大学合格状況

東北大５名・東京科学大

・北大３名・神大１名２名

国公立104名！
令和７年の国公立大学と私立大学の受験結果速

報です （過年度卒を含む：3/23現在）。

【国公立大学】 １０２名（過年度卒３名含）
東北大学 ５、 東京科学大 ２ 北海道大 ３、

、神戸大 １、 筑波大 １、 宇都宮大 ２２
北見工大 ２、 室蘭大 １， 北海道教育大１、
岩手大 １、 秋田大 ２、 山形大 ６、
福島大 ５、 茨城大 ６、 埼玉大 ４、
東京学芸大 ３ 横浜国立大 １、新潟大 ３、
金沢大 ３、 山梨大 １、 信州大 ２、
静岡大 ２、 鳥取大 １、 広島大 ２、

、山口大１、 琉球大学 １、 高崎経済大 ６
、都留文科大 １，釧路公立大 ２、青森公立大 １
、秋田県立大 １、会津大 ２、 埼玉県立大 １

横浜市立大 １、新潟県立大 １、長野大 １、
諏訪東京理大 ２、静岡県立(薬１含) ２、
岩手県立大 １、
【私立大学】 ４００名
慶応義塾大 ３、明治大 ５、東京理科大 １１、
立教大 ３、中央大学 ９、法政大学 １４、学習
院大 ２、国際医療福祉大 １０、日本大 ３５他

合格体験発表会

３月２１日（金）に、前期試験に合格した卒業
生７名による「令和６年度合格体験発表会」が行
われました。発表者は、広島大学工学部・東北大
学薬学部・秋田大学総合環境理工学部・宇都宮大
学地域デザイン科学部・東北大学経済学部・北海
道大学経済学部・宇都宮大学農学部の合格者でし
た。それぞれ、志望の学部、大学をどのように決
定したか、学習でどのようなことを心がけたかな
どを丁寧に発表してくれました。

１，２年生は先輩の体験談や助言を熱心に傾聴し、
メモを取っていました。大学進学に向けて、学習
意欲を大いに喚起されました。

全国大会出場！吹奏楽部・演劇部
サッカー部県新人準優勝！

第６回・第７回壮行会が行われ、全国大会出場
の が激励を受けました。演劇部と吹奏楽部５名

◎第27回日本ジュニア管打楽器コンクール
〈ソロ部門〉期日 令和７年３月２６日（水）
会場 尚美バリオホール(東京都）
出場者 大越 向太郎・押久保 和志（２年）

〈アンサンブル部門〉
期日 令和７年３月２８日（金）
会場 尚美バリオホール（東京都）

鎌田 来生（２年）
初の全国演劇部は１月の関東大会で２位となり

を決めました。２年太田君脚本の作品で大会出場
「笑いと感動を届けたい」と部員は意気を高めて
います。下野新聞（3/18）でも紹介されました。
◎第19回春季全国高校演劇研究大会
期日 令和７年３月２１(金)～２３日(日)
会場 神辺文化会館（広島県福山市）
出場者 仙波 巧也・坂入 啓太郎

松島 一輝・植木 啓介
太田 隼翔・三浦 駿也 （２年）

◎サッカー部
２月２日（日 、グリーンスタジアムで栃木県高）

校サッカー新人大会決勝戦（対 矢板中央）が行わ
れ、本校サッカー部は準優勝となりました。また、
２年生５名が優秀選手に選ばれました。

４月の行事予定

４日（金） 登校日（新２、３年）
入学式準備、個人写真撮影等

７日（月） 入学式・PTA入会式等
８日（火） 始業式、対面式、離任式
９日（水） 新任式、課題テスト（１、２年）

１０日（木） 第１回校内模試（～11日 ３年）
１４日（月） 面接強化期間【短縮 （～18日）】
１６日（水） 第１回ＰＴＡ理事会
１８日（金） 創立記念式典・講演会
１９日（土） サタデーセミナー（２年）

スタディーサポ－ト（１年）
２０日（日） 創立記念日［M38．4．20］
２１日（月） 身体計測期間（～5/9）
２２日（火） PTA総会、PTA支部会(顔合わせ)

学年部会


